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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、白血球の接着と遊走に関与すると考えられているEGF-TM7受容体遺伝子ファミリーのメンバーです。ヒト以外の霊長類を含む他の脊椎動物では、この遺伝子はN末端EGFドメインとC末端膜貫通ドメインを含むタンパク質をコードしています。しかしながら、ヒト遺伝子の配列解析から、ゲノム配列中のヌクレオチド欠失はフレームシフトを引き起こし、翻訳の早期終結につながることが示唆されています。この遺伝子によって発現されるタンパク質は細胞表面に発現するのではなく、可溶性タンパク質として発現すると考えられます。コードされているタンパク質は検出されていないため、この遺伝子は転写された擬似遺伝子である可能性があります。[RefSeq提供、2008年8月]
	研究分野
	-
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	EMR4抗体を用いたHUVEC細胞、COS7細胞、HeLa細胞、およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	EMR4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	EMR4ポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析

